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ドリームプロジェクト      
（学校法⼈溝部学園） 
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１．分野名

２．事業名称

３．申請する職域プロジェクト

○

　

※申請する取組いずれかひとつに「○」を記入すること。（大学院プログラムは別様式）

✓

４．代表機関

■ 代表法人（申請法人）等

〒

■ 事業責任者（事業全体の統括責任者） ■ 事務担当者 （文部科学省との連絡担当者）

おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト

職域プロジェクト

（１）　職域プロジェクトＡ
　　　（「地域版学び直し教育プログラム」の開発・実証」）

（２）　職域プロジェクトＢ
　　　（「特色ある教育推進のための教育カリキュラム等」の開発・実証）

「女性の学び直し」に対応する場合、右欄チェック

H27 中核

平成２７年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業　事業計画書

⑬観光 「その他」分野名

所 在 地

874-8567
大分県別府市亀川中央町29-10

職　　　名 地域連携センター所長　溝部学園短期大学教授 職　　　名

法 人 名 学校法人　溝部学園

理 事 長 名 溝部　仁

学 校 名 別府溝部学園短期大学

Ｅ－ｍａｉl chirenkei@bm.mizobe.ac.jp ＦＡＸ番号 03-5347-2373

Ｅ－ｍａｉl ikushige@sanet.jp

特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク

氏　　　名 牧　昌生 氏　　　名 生重 幸恵

電話番号 0977-66-0224 電話番号 03-5347-2372
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５．職域プロジェクトの構成機関・構成員等
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（１）構成機関（機関として本事業に参画する学校・企業・団体等）

構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役割等 内諾 都道府県名

九州大学別府病院 中央委員・カリキュラム委員 ○ 大分県

大分県 県政企画・資格認定 ○ 大分県

別府市教育委員会 中央委員・義務教育企画 ○ 大分県

ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク 中央委員・カリキュラム委員 ○ 大分県

別府市 中央委員・市政企画 ○ 大分県

別府市旅館ホテル組合 中央委員 ○ 大分県

別府商工会議所 中央委員 ○ 大分県

大分県中小企業家同友会 中央委員 ○ 大分県

別府市観光協会 中央委員・カリキュラム委員 ○ 大分県

大分大学高等教育開発センター 事務局支援 ○ 大分県

大分県「協育」ネットワーク協議会 事務局支援 ○ 大分県

畑病院 カリキュラム委員 ○ 大分県

大分大学教育福祉科学部 カリキュラム委員 ○ 大分県

（２）構成員（委員）の氏名（上記（１）の機関から参画する者及び個人で本事業に参画する者等）

氏名 所属・職名 役割等 内諾 都道府県名

ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット 事務局支援 ○ 大分県

別府溝部学園短期大学 中央委員・事務局 ○ 大分県

前田　豊樹 九州大学別府病院准教授 中央委員会 委員長 ○ 大分県

野上　泰生 ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク運営室長 中央委員会 副委員長 ○ 大分県

鶴田　浩一郎 ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク代表理事 中央委員会 委員 ○ 大分県

長野　恭紘 別府市長 中央委員会 委員 ○ 大分県

阿部　邦和 大分県企画振興部　観光・地域局局長 中央委員会　委員 ○ 大分県

寺岡　悌二 別府市教育委員会教育長 中央委員会 委員 ○ 大分県

高野　浩子 大分県中小企業家同友会副代表理事 中央委員会 委員 ○ 大分県

中川　忠宣 大分大学高等教育開発センター教授 中央委員会 委員 ○ 大分県

斉藤　雅樹 東海大学教授 中央委員会 委員 ○ 静岡県

宮崎　博文 NPO法人別府温泉地球博物館研究所 中央委員会 委員 ○ 大分県

工藤　浩司 別府市観光協会総務課長補佐 中央委員会 委員 ○ 大分県

木村　大成 別府市旅館ホテル組合 中央委員会 委員 ○ 大分県

溝部　仁 別府溝部学園短期大学長 中央委員会 委員 ○ 大分県

野口　一郎 別府商工会議所 中央委員会 委員 ○ 大分県

糸永　真由美 温泉コンシェルジュ養成授業　0期生 中央委員会 委員 ○ 大分県
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５．職域プロジェクトの構成機関・構成員等
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（１）構成機関（機関として本事業に参画する学校・企業・団体等）

構成機関（学校・団体・機関等）の名称 役割等 内諾 都道府県名

九州大学別府病院 中央委員・カリキュラム委員 ○ 大分県

大分県 県政企画・資格認定 ○ 大分県

別府市教育委員会 中央委員・義務教育企画 ○ 大分県

ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク 中央委員・カリキュラム委員 ○ 大分県

別府市 中央委員・市政企画 ○ 大分県

別府市旅館ホテル組合 中央委員 ○ 大分県

別府商工会議所 中央委員 ○ 大分県

大分県中小企業家同友会 中央委員 ○ 大分県

別府市観光協会 中央委員・カリキュラム委員 ○ 大分県

大分大学高等教育開発センター 事務局支援 ○ 大分県

大分県「協育」ネットワーク協議会 事務局支援 ○ 大分県

畑病院 カリキュラム委員 ○ 大分県

大分大学教育福祉科学部 カリキュラム委員 ○ 大分県

（２）構成員（委員）の氏名（上記（１）の機関から参画する者及び個人で本事業に参画する者等）

氏名 所属・職名 役割等 内諾 都道府県名

ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット 事務局支援 ○ 大分県

別府溝部学園短期大学 中央委員・事務局 ○ 大分県

前田　豊樹 九州大学別府病院准教授 中央委員会 委員長 ○ 大分県

野上　泰生 ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク運営室長 中央委員会 副委員長 ○ 大分県

鶴田　浩一郎 ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク代表理事 中央委員会 委員 ○ 大分県

長野　恭紘 別府市長 中央委員会 委員 ○ 大分県

阿部　邦和 大分県企画振興部　観光・地域局局長 中央委員会　委員 ○ 大分県

寺岡　悌二 別府市教育委員会教育長 中央委員会 委員 ○ 大分県

高野　浩子 大分県中小企業家同友会副代表理事 中央委員会 委員 ○ 大分県

中川　忠宣 大分大学高等教育開発センター教授 中央委員会 委員 ○ 大分県

斉藤　雅樹 東海大学教授 中央委員会 委員 ○ 静岡県

宮崎　博文 NPO法人別府温泉地球博物館研究所 中央委員会 委員 ○ 大分県

工藤　浩司 別府市観光協会総務課長補佐 中央委員会 委員 ○ 大分県

木村　大成 別府市旅館ホテル組合 中央委員会 委員 ○ 大分県

溝部　仁 別府溝部学園短期大学長 中央委員会 委員 ○ 大分県

野口　一郎 別府商工会議所 中央委員会 委員 ○ 大分県

糸永　真由美 温泉コンシェルジュ養成授業　0期生 中央委員会 委員 ○ 大分県
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（３） 下部組織

（４）事業の実施体制図（イメージ）

（２）-①カリキュラム開発・実証委員会

氏名 所属・職名 役割等 内諾 都道府県名

前田　豊樹 九州大学別府病院准教授 カリキュラム開発・実証委員委員長 ○ 大分県

野上　泰生 ＮＰＯ法人ハットウ・オンパク運営室長 カリキュラム開発・実証副委員長 ○ 大分県

工藤　浩司 別府市観光協会総務課長補佐 カリキュラム開発・実証委員 ○ 大分県

住田　実 大分大学教育福祉科学部教授 カリキュラム開発・実証委員 ○ 大分県

畑　洋一 畑病院医長・温泉と運動研究会会長 カリキュラム開発・実証委員 ○ 大分県

名称（事務局及び事務局支援）　　　　　　

氏名 所属・職名 役割等 内諾 都道府県名

安達　美和子 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット カリキュラム開発・実証委員 ○ 大分県

末田　加良子 地域活動家 カリキュラム開発・実証委員 ○ 大分県

牧　昌生 別府溝部学園短期大学 大分県事務局長 ○ 大分県

赤木　萌子 別府溝部学園短期大学 大分県事務局 ○ 大分県

安達　美和子 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット 大分県事務局 ○ 大分県

中川　忠宣 大分大学高等教育開発センター教授 事業推進プロデューサー ○ 大分県

江口　清美 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット 運営支援 ○ 大分県

上原　政道 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット 運営支援 ○ 大分県

武本　幹雄 ＮＰＯ法人大分県「協育」アドバイザーネット 運営支援 ○ 大分県

生重 幸恵 特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク 東京事務局長 ○ 東京都

長岡　力
株式会社リンクアンドイノベーション
代表取締役　中小企業診断士

会計 ○ 東京都

井上　尚子 特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク 東京事務局 ○ 東京都

松崎　将太 特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク 東京事務局 ○ 東京都
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６．事業の内容等

（１）事業の目的・概要

（２）事業の実施意義や必要性について

大分県別府市は、日本が世界に誇る温泉観光のトップリーダーであることから、本事業においては、観光客
が求める「健康」「療養」「アンチエイジング」「美容」「ダイエット」について、産学官医民の各専門的領域の関
係者が一体となった新たなテーマコミュニティを形成し、高等教育機関による新たな学習システムにより、”最
高の癒やしと健康”を提供する『温泉コンシェルジュ』という中核的専門人材の育成を目的とする事業である。

① 当該分野における人材需要等の状況、それを踏まえた事業の実施意義
　大分県別府市は日本一の温泉源、湧出量を誇る「おんせん県おおいた」の中心的な国際観光文化都市とし
て、全国、さらには、世界の温泉観光のリーダー的存在を目指す地域である。
　別府市が、日本を代表する温泉地という地域特性をより活かすためには、まちづくりや地域の活性化に課
題を抱える行政や企業、地域活動を続ける組織・団体、さらに、高等教育機関や医療機関等の専門的領域
の関係者が、その枠を超えて新しいテーマコミュニティを形成することが求められている。
　”おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト”は、この考えを基盤に形成され、「健康」「療養」「アンチ
エイジング」「美容」「ダイエット」という長期滞在型観光客が求める”最高の癒やしと健康”を提供するための
新たな学習システムと就労へ連動する基盤整備を目指している。
　そのために、本事業の名称のとおり、社会が求める中核的専門人材の育成を高等教育機関において育成
するものであり、その方策のモデル的検証を目指している。
　
　サービスを提供する「総合世話係」の中でも、顧客が最も頼りとする「究極のパーソナルサービス」を提供す
る職業がコンシェルジュである。これに対して、「温泉コンシェルジュ」は、別府温泉をベースとした観光と最高
の癒やしを提供するプログラム、及び、その総合的なおもてなしを提供する人材を指す。
　そのために、「温泉コンシェルジュ」は、温泉の効果・効能や関連する各種法律等に関する知識等を踏まえ、
総合的・個別的な温泉プログラムを提供する資質・能力の育成、、職場や他のコンシェルジュとネットワークを
構築することができるコミュニケーション力を育成することが求められている。

②取組が求められている状況、本事業により推進する必要性
　大分県別府市は世界に誇る天然資源である｢温泉｣をツーリズム振興の柱とし、これを別府独自の湯治文
化や歴史的背景を盛り込んだローマ字の「ONSEN」という言葉で表現している。また、別府市は観光立市とし
ての新たな魅力創出のため、市民憲章にもうたっている「お客さまをあたたかく迎えましょう」を実践し、
ONSENツーリズムを別府市全庁体制で推進している。
　この方向性を推進するため、本事業においては、別府市、別府市観光協会、大分大学、別府溝部学園短期
大学、大分県中小企業家同友会、別府市観光協会、畑病院、NPOハットウ・オンパク、NPO大分県「協育」
ネットワーク協議会、NPO法人BEPPU PROJECT、NPO法人スクールアドバイスネットワークという地域内外
の産業団体・企業、行政、教育機関等が求めている観光客が何度も訪れたくなる観光都市「べっぷ」を目指す
ために、それぞれの視点から必要となる人材の育成を目指すことに意義がある。

　また、別府市の産業就業者（平成22年）をみると、第１次産業就業者数が650人（1.2％）、第２次産業就業者
数が7,627人（14.6％）、第３次産業就業者数が44,087人（84.2％）と、圧倒的に第3次産業への就業が高い。
　しかしながら、これまで別府市における第3次産業を取り巻く環境は、長引く景気低迷、人口減少による需要
減少、娯楽に対する消費者ニーズの高度化・多様化等といった外部環境に加え、団体客依存体質、過大投
資による過剰債務、価格競争激化、後継者難といった内部環境があり、厳しい状況が続いていた。
　だが、2003年から政府が取り組んでいる「官民一体となった訪日プロモーション（ビジット・ジャパン事業）」、
さらに、アベノミクス誕生による「円安」、東アジアやＡＳＥＡＮ等の急速な経済成長に対応した「ビザ要件の緩
和」、「航空ネットワークの充実」等をはじめ、別府市としても、大型客船の誘致、海外での観光展出展、誘客
プロモーション、広域観光の推進、東南アジア方面の市場開拓、広告宣伝強化等の独自の取組みを行ってお
り、平成25年の観光入込客数は8,244,867 人（前年対比102.6％）、平成26年10月～12月の３ヶ月速報値にお
いては、別府市宿泊観光客は110.7％、外国人宿泊観光客においては129.3％（ともに平成25年比）と増加し
ており、平成23年の東日本大震災発生以前の平成22年ベースまで回復している。
　このような環境であることから、「温泉コンシェルジュ」に対する人材需要の高まりとともに、別府温泉・観光
をPRする広報手段の充実など、本事業の推進が期待されている。

③取組実施にあたっての平成26年度までに実施された職域プロジェクト等の成果の活用方針、方法等
　大分大学高等教育開発センターが推進主体となり、8名の中央委員、及び、12名のカリキュラム評価委員を
招聘し、「おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト」を組織した。また、別府溝部学園短期大学にお
いては、1年生科目として、「コンシェルジュとしての資質・能力・基礎知識の習得」、「別府に関する基礎知識
の習得」、「おんせんの利用に関する学び」、「温泉と健康・医療に関する学び」、「別府温泉と観光の街づくり
に関する学び」の５つの専門科目を設定し、別府溝部学園短期大学の授業カリキュラムとして実証実験を
行った。
　その成果をもとに、平成27年度から食物栄養学科｢温泉コンシェルジュコース｣を新設した。さらには、アプリ
｢おもてなし事典｣を授業での活用や関係業種、旅行客の活用を推進していく。
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６．事業の内容等

（１）事業の目的・概要

（２）事業の実施意義や必要性について

大分県別府市は、日本が世界に誇る温泉観光のトップリーダーであることから、本事業においては、観光客
が求める「健康」「療養」「アンチエイジング」「美容」「ダイエット」について、産学官医民の各専門的領域の関
係者が一体となった新たなテーマコミュニティを形成し、高等教育機関による新たな学習システムにより、”最
高の癒やしと健康”を提供する『温泉コンシェルジュ』という中核的専門人材の育成を目的とする事業である。

① 当該分野における人材需要等の状況、それを踏まえた事業の実施意義
　大分県別府市は日本一の温泉源、湧出量を誇る「おんせん県おおいた」の中心的な国際観光文化都市とし
て、全国、さらには、世界の温泉観光のリーダー的存在を目指す地域である。
　別府市が、日本を代表する温泉地という地域特性をより活かすためには、まちづくりや地域の活性化に課
題を抱える行政や企業、地域活動を続ける組織・団体、さらに、高等教育機関や医療機関等の専門的領域
の関係者が、その枠を超えて新しいテーマコミュニティを形成することが求められている。
　”おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト”は、この考えを基盤に形成され、「健康」「療養」「アンチ
エイジング」「美容」「ダイエット」という長期滞在型観光客が求める”最高の癒やしと健康”を提供するための
新たな学習システムと就労へ連動する基盤整備を目指している。
　そのために、本事業の名称のとおり、社会が求める中核的専門人材の育成を高等教育機関において育成
するものであり、その方策のモデル的検証を目指している。
　
　サービスを提供する「総合世話係」の中でも、顧客が最も頼りとする「究極のパーソナルサービス」を提供す
る職業がコンシェルジュである。これに対して、「温泉コンシェルジュ」は、別府温泉をベースとした観光と最高
の癒やしを提供するプログラム、及び、その総合的なおもてなしを提供する人材を指す。
　そのために、「温泉コンシェルジュ」は、温泉の効果・効能や関連する各種法律等に関する知識等を踏まえ、
総合的・個別的な温泉プログラムを提供する資質・能力の育成、、職場や他のコンシェルジュとネットワークを
構築することができるコミュニケーション力を育成することが求められている。

②取組が求められている状況、本事業により推進する必要性
　大分県別府市は世界に誇る天然資源である｢温泉｣をツーリズム振興の柱とし、これを別府独自の湯治文
化や歴史的背景を盛り込んだローマ字の「ONSEN」という言葉で表現している。また、別府市は観光立市とし
ての新たな魅力創出のため、市民憲章にもうたっている「お客さまをあたたかく迎えましょう」を実践し、
ONSENツーリズムを別府市全庁体制で推進している。
　この方向性を推進するため、本事業においては、別府市、別府市観光協会、大分大学、別府溝部学園短期
大学、大分県中小企業家同友会、別府市観光協会、畑病院、NPOハットウ・オンパク、NPO大分県「協育」
ネットワーク協議会、NPO法人BEPPU PROJECT、NPO法人スクールアドバイスネットワークという地域内外
の産業団体・企業、行政、教育機関等が求めている観光客が何度も訪れたくなる観光都市「べっぷ」を目指す
ために、それぞれの視点から必要となる人材の育成を目指すことに意義がある。

　また、別府市の産業就業者（平成22年）をみると、第１次産業就業者数が650人（1.2％）、第２次産業就業者
数が7,627人（14.6％）、第３次産業就業者数が44,087人（84.2％）と、圧倒的に第3次産業への就業が高い。
　しかしながら、これまで別府市における第3次産業を取り巻く環境は、長引く景気低迷、人口減少による需要
減少、娯楽に対する消費者ニーズの高度化・多様化等といった外部環境に加え、団体客依存体質、過大投
資による過剰債務、価格競争激化、後継者難といった内部環境があり、厳しい状況が続いていた。
　だが、2003年から政府が取り組んでいる「官民一体となった訪日プロモーション（ビジット・ジャパン事業）」、
さらに、アベノミクス誕生による「円安」、東アジアやＡＳＥＡＮ等の急速な経済成長に対応した「ビザ要件の緩
和」、「航空ネットワークの充実」等をはじめ、別府市としても、大型客船の誘致、海外での観光展出展、誘客
プロモーション、広域観光の推進、東南アジア方面の市場開拓、広告宣伝強化等の独自の取組みを行ってお
り、平成25年の観光入込客数は8,244,867 人（前年対比102.6％）、平成26年10月～12月の３ヶ月速報値にお
いては、別府市宿泊観光客は110.7％、外国人宿泊観光客においては129.3％（ともに平成25年比）と増加し
ており、平成23年の東日本大震災発生以前の平成22年ベースまで回復している。
　このような環境であることから、「温泉コンシェルジュ」に対する人材需要の高まりとともに、別府温泉・観光
をPRする広報手段の充実など、本事業の推進が期待されている。

③取組実施にあたっての平成26年度までに実施された職域プロジェクト等の成果の活用方針、方法等
　大分大学高等教育開発センターが推進主体となり、8名の中央委員、及び、12名のカリキュラム評価委員を
招聘し、「おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト」を組織した。また、別府溝部学園短期大学にお
いては、1年生科目として、「コンシェルジュとしての資質・能力・基礎知識の習得」、「別府に関する基礎知識
の習得」、「おんせんの利用に関する学び」、「温泉と健康・医療に関する学び」、「別府温泉と観光の街づくり
に関する学び」の５つの専門科目を設定し、別府溝部学園短期大学の授業カリキュラムとして実証実験を
行った。
　その成果をもとに、平成27年度から食物栄養学科｢温泉コンシェルジュコース｣を新設した。さらには、アプリ
｢おもてなし事典｣を授業での活用や関係業種、旅行客の活用を推進していく。

（３）前年度までの取組概要・成果と本事業との継続性

（平成２３年度事業）
・取組概要
・事業成果
・２４年度事業との継続性・関連性（成果の活用含む）

（平成２4年度事業）
・取組概要
・事業成果
・２５年度事業との継続性・関連性（成果の活用含む）

（平成２５年度事業）
・取組概要
　8名から構成される「中央委員会」とその下部組織にあたる12名から構成される「カリキュラム評価委員会」
の２つの委員会により、事業の進捗管理を行うとともに、” 温泉コンシェルジュ”に求められるカリキュラムの
作成を行った。

・事業成果
　平成25年度においては、九州大学別府病院前田豊樹准教授を委員長とした8名の中央委員会と、NPOハッ
トウ・オンパク代表理事・ホテルニューツルタ社長である鶴田浩一郎氏を含む12名のカリキュラム評価委員を
招聘し、「別府温泉コンシェルジュ」を養成するための科目設定、履修内容、授業計画、到達目標、指導者等
のカリキュラムの作成を行った。

・２６年度事業との継続性・関連性（成果の活用含む）
　　１年生科目として、1科目目：「温泉コンシェルジュの基礎」、２科目目：「別府の歴史と発展」、３科目目：「ま
ちづくりと景観」、４科目目：「温泉学」、５科目目：「おもてなし演習」、２年生科目として、１科目目：「温泉の基
礎」、２科目目：「温泉コンシェルジュ実習Ⅰ」、３科目目：「温泉コンシェルジュ実習Ⅱ」、４科目目：「温泉医療
療養指導」、５科目目：「健康トレーニング」を設定し、平成26年度においては、１年生科目について、大学生
及び社会人対象の授業カリキュラムとして実証実験を行うこととした。

（平成２６年度事業）
・取組概要
　平成25年度と同様、8名から構成される「中央委員会」とその下部組織にあたる12名から構成される「カリ
キュラム評価委員会」の２つの委員会の設置と、１年生科目の検証（評価規準の検証含む）、教材作成を行っ
た。

・事業成果
　1年生科目として5科目を短期大学の学生及び大分県内8大学で組織する単位認定制度の単位互換科目に
設定した。また、社会人に対する履修証明制度（公開授業）としても実施し、単位認定を行うとともに120時間
以上の履修者（10名）には別府溝部学園短期大学から「履修証明書」を付与した（実受講者人数25名）。
　また、教材としての活用や関係者・旅行者の広報手段として4ヶ国語（5文字体）で｢おもてなし事典｣のアプリ
を作成した。

・本年度事業との継続性・関連性（成果を本年度の取組にどのように活用するのか）
　本年度（平成27年度）事業は、別府溝部学園短期大学食物栄養学科に「温泉コンシェルジュコース」を新設
し、短期大学の入学生を募集する。定員は20名である。

※平成２６年度の成果の公開状況も記載すること（webページのアドレスも掲載）。
　別府溝部学園短期大学：https://www.mizobe.ac.jp/onsen_concierge/index.html
　大分大学高等教育開発センター：http://www.he.oita-u.ac.jp/
　特定非営利活動法人スクールアドバイスネットワーク：http://www.sanet.jp/
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（４）事業の成果目標
期待される活動指標(アウトプット)・成果目標及び成果実績(アウトカム)

・活動指標
→本事業は、 “温泉コンシェルジュ”の養成・育成に向けたカリキュラムづくりを４ヶ年計画で実施しており、平
成27年度はその三年目となる。

　１年目（平成25年度）：「温泉コンシェルジュ」の養成・育成にはどのようなカリキュラムが適するのかを検討し
て、１０科目の専門科目の設定と、それに関するカリキュラム、評価規準等の作成を行った。

　２年目（平成26年度）：「温泉コンシェルジュ」に求められる1年生カリキュラムの実証授業により、その検証を
行うと同時に、事業終盤には、フォーラムを開催し、「温泉コンシェルジュ」の活躍と必要性を全国に向けて周
知した。また、“温泉コンシェルジュ”のに必要となる「おもてなし事典」を日本語、英語、中国語、韓国語で作
成し（５文字体）、スマートフォンで操作できるようアプリ作成を行った。

　３年目（平成27年度）：平成25年度に作成した２年生カリキュラムの実証授業を行い、そのフィードバックから
課題・ノウハウを蓄積してとりまとめた上で、「温泉コンシェルジュ」の育成と就労への連動のベースとなる資
料集を作成して全国に提供する。また、「温泉コンシェルジュ」の全国展開に必要となる「おもてなし事典」の
基本機能を充実させると同時に、現場での操作性を高めるために外国人による母国語音声を付加するなど
拡充させる。さらに、本事業の成果であると同時に、「温泉コンシェルジュ」の継続的な人材育成を図るため、
別府溝部学園短期大学食物栄養学科に「温泉コンシェルジュコース」を新設し、今年度においては２０名を募
集する。

　４年目（平成28年度）以降：「温泉コンシェルジュ」の全国展開を本格稼働させる。温泉の泉質はその主成分
によって大きく１０種に分類されるが、別府にはそのうちの８種が湧き出ることから、日本全国の温泉地域を
支える「温泉コンシェルジュ」を別府で育成し、日本全国の温泉地で「温泉コンシェルジュ」が活躍する流れを
創出する。さらには、全国各地の温泉地の「温泉コンシェルジュ」養成に関するアドバイスを行う。
　温泉コンシェルジュ育成の成果を就労へ結びつけるために、温泉・観光・企業・団体等への周知・広報活動
を行い、２年間での学びで成長した｢温泉コンシェルジュ｣の就労の開拓・開発の取組を行う。

・成果実績
→１年目はカリキュラムの作成数、２年目はカリキュラムに対する１年生科目に関する実証授業の検証（評価
規準に対する到達度）、受講者の意見等の定性的評価からの効果とした。３年目は、２年生科目に関する実
証授業の検証（評価規準に対する到達度）、受講者の意見等の定性的評価からの効果とする。さらに、「おも
てなし事典」の利用実績を主要な成果実績とする。併せて、1年生科目、2年生科目の「授業DVD」を用いたｅ
－ラーニング教材を開発し、全国から学生を募集するための全国PRも重要な成果とする。

（５）事業の実施内容（※本事業の運用方針及び基本方針等を踏まえ具体的な取組内容を記載すること）

①　会議（目的、体制、開催回数等）
・中央委員会
　本事業計画に対する進捗管理を図るために委員１５名、全３回開催する。

・カリキュラム作成評価委員会
　本事業で実施する2年生科目の実証授業やアンケート調査結果等を踏まえ、２年生科目の開発を図るため
に、２年生科目担当者７名で、全３回開催する。

②　モデルカリキュラム基準、達成度評価、教材等作成（目的、規模、実施体制等）
＜モデルカリキュラム基準・達成度評価の作成＞
[目的]
平成26年度に実施した１年生科目と同様に、2年生科目が”標準モデルカリキュラム”としての目的を達成して
いるか評価とフィードバックを行い、その課題、ノウハウを蓄積し、全国的な標準モデルを１年生科目とともに
提案する成果報告書としてとりまとめた上で全国に提供する。
[規模]
平成26年度に1年生の科目（5科目）を受講した別府溝部学園短期大学の学生（社会人学生含む）、及び、社
会人への公開授業を120時間以上履修し、「履修証明書」を授与された社会人等
[ 評価規準]
10項目の「知識」、９項目の「問題解決力」、3項目の「適正」に分け、さらに「適性」は5項目の「対関係能力」、
4項目の「自己開発能力」、10項目の「専門性」に大別し、「とてもよく学べた＝◎」、「学べた＝○」、「学べな
かった＝△」で評価付けする。
[実施方法]2年生科目5科目を実証する。
[概要]
授業検証やアンケート等により得られたカリキュラムの課題、問題点、成果を分析し、全 国の温泉地で活用
できる教育プログラムの標準モデルを作成する。

＜『おもてなし事典』のバージョンアップに必要な用語、会話の追加や機能の向上＞
[目的]教材としての活用や、旅館・ホテル等の実際のおもてなし現場で有益なツールとなるようにバージョン
アップを行う。
[規模]掲載するコンテンツ、操作性を含め、全体的な充実を図る。
[概要]平成26年度にスマートフォン向けアプリ「おもてなし事典」を開発したが、実証により不足している言葉
やフレーズを確認し、その補完を図る。また、昨年度受講生から改善要望が多かった、英語、中国語、韓国語
を母国語とする外国人から母国語による会話・発音の取り込みを図る。

＜社会人等向け学習環境の整備＞
1年生、2年生向け専門科目、全10科目の「ｅ－ラーニング」等の教材を開発し、社会人等の学び直しの学習
環境を整備する。そのため、1年生科目に加えて2年生科目の一部（再利用予定の科目とコマ）を収録する。

④　実証等（目的、対象、規模、時期、手法、実施方法等）
＜２年生向けに作成したカリキュラムの実証＞
[目的]２年生向けに作成したカリキュラムの実証を通して、授業評価及び改善を行う。
[対象]平成26年度に1年生の科目（5科目）を受講した別府溝部学園短期大学の学生（社会人学生含む）、及
び、社会人への公開授業を120時間以上履修し、「履修証明書」を授与された社会人、平成27年度前期に所
定の1年生科目を履修した者等。

[規模]
「温泉の基礎」＝温泉の様々な利用を知り、別府における温泉産業、サービス、情報発信等を学ぶ。（時間
数：講義15コマ　単位数：２単位）
「温泉コンシェルジュ実習Ⅰ」＝別府市内の地理や交通手段を学び、｢おもてなし事典｣を活用したイベントや
温泉体験等の別府案内ができる力を育成する。（時間数：実習30コマ　単位数：２単位）
「温泉コンシェルジュ実習Ⅱ」＝別府温泉の観光・健康・医療・食等のコンシェルジュとしての総合的な企画プ
ログラムを提案できる力を育成する。（時間数：実習30コマ　単位数：２単位）
「温泉医療療養指導」＝温泉による健康・医療について、温泉の様々な効能と泉質の関係を学ぶ。（時間数：
講義15コマ　単位数：２単位）
「健康トレーニング」＝温泉を活用した健康トレーニングや温泉との関係に限らず広く癒しや健康増進のトレー
ニングプログラムを学ぶ。（時間数：講義15コマ　単位数：２単位）

[評価規準]
10項目の「知識」、９項目の「問題解決力」、3項目の「適正」に分け、さらに「適性」は5項目の「対人関係能
力」、4項目の「自己開発能力」、10項目の「専門性」に大別し、「とてもよく学べた＝◎」、「学べた＝○」、「学
べなかった＝△」で評価付けする。
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（４）事業の成果目標
期待される活動指標(アウトプット)・成果目標及び成果実績(アウトカム)

・活動指標
→本事業は、 “温泉コンシェルジュ”の養成・育成に向けたカリキュラムづくりを４ヶ年計画で実施しており、平
成27年度はその三年目となる。

　１年目（平成25年度）：「温泉コンシェルジュ」の養成・育成にはどのようなカリキュラムが適するのかを検討し
て、１０科目の専門科目の設定と、それに関するカリキュラム、評価規準等の作成を行った。

　２年目（平成26年度）：「温泉コンシェルジュ」に求められる1年生カリキュラムの実証授業により、その検証を
行うと同時に、事業終盤には、フォーラムを開催し、「温泉コンシェルジュ」の活躍と必要性を全国に向けて周
知した。また、“温泉コンシェルジュ”のに必要となる「おもてなし事典」を日本語、英語、中国語、韓国語で作
成し（５文字体）、スマートフォンで操作できるようアプリ作成を行った。

　３年目（平成27年度）：平成25年度に作成した２年生カリキュラムの実証授業を行い、そのフィードバックから
課題・ノウハウを蓄積してとりまとめた上で、「温泉コンシェルジュ」の育成と就労への連動のベースとなる資
料集を作成して全国に提供する。また、「温泉コンシェルジュ」の全国展開に必要となる「おもてなし事典」の
基本機能を充実させると同時に、現場での操作性を高めるために外国人による母国語音声を付加するなど
拡充させる。さらに、本事業の成果であると同時に、「温泉コンシェルジュ」の継続的な人材育成を図るため、
別府溝部学園短期大学食物栄養学科に「温泉コンシェルジュコース」を新設し、今年度においては２０名を募
集する。

　４年目（平成28年度）以降：「温泉コンシェルジュ」の全国展開を本格稼働させる。温泉の泉質はその主成分
によって大きく１０種に分類されるが、別府にはそのうちの８種が湧き出ることから、日本全国の温泉地域を
支える「温泉コンシェルジュ」を別府で育成し、日本全国の温泉地で「温泉コンシェルジュ」が活躍する流れを
創出する。さらには、全国各地の温泉地の「温泉コンシェルジュ」養成に関するアドバイスを行う。
　温泉コンシェルジュ育成の成果を就労へ結びつけるために、温泉・観光・企業・団体等への周知・広報活動
を行い、２年間での学びで成長した｢温泉コンシェルジュ｣の就労の開拓・開発の取組を行う。

・成果実績
→１年目はカリキュラムの作成数、２年目はカリキュラムに対する１年生科目に関する実証授業の検証（評価
規準に対する到達度）、受講者の意見等の定性的評価からの効果とした。３年目は、２年生科目に関する実
証授業の検証（評価規準に対する到達度）、受講者の意見等の定性的評価からの効果とする。さらに、「おも
てなし事典」の利用実績を主要な成果実績とする。併せて、1年生科目、2年生科目の「授業DVD」を用いたｅ
－ラーニング教材を開発し、全国から学生を募集するための全国PRも重要な成果とする。

（５）事業の実施内容（※本事業の運用方針及び基本方針等を踏まえ具体的な取組内容を記載すること）

①　会議（目的、体制、開催回数等）
・中央委員会
　本事業計画に対する進捗管理を図るために委員１５名、全３回開催する。

・カリキュラム作成評価委員会
　本事業で実施する2年生科目の実証授業やアンケート調査結果等を踏まえ、２年生科目の開発を図るため
に、２年生科目担当者７名で、全３回開催する。

②　モデルカリキュラム基準、達成度評価、教材等作成（目的、規模、実施体制等）
＜モデルカリキュラム基準・達成度評価の作成＞
[目的]
平成26年度に実施した１年生科目と同様に、2年生科目が”標準モデルカリキュラム”としての目的を達成して
いるか評価とフィードバックを行い、その課題、ノウハウを蓄積し、全国的な標準モデルを１年生科目とともに
提案する成果報告書としてとりまとめた上で全国に提供する。
[規模]
平成26年度に1年生の科目（5科目）を受講した別府溝部学園短期大学の学生（社会人学生含む）、及び、社
会人への公開授業を120時間以上履修し、「履修証明書」を授与された社会人等
[ 評価規準]
10項目の「知識」、９項目の「問題解決力」、3項目の「適正」に分け、さらに「適性」は5項目の「対関係能力」、
4項目の「自己開発能力」、10項目の「専門性」に大別し、「とてもよく学べた＝◎」、「学べた＝○」、「学べな
かった＝△」で評価付けする。
[実施方法]2年生科目5科目を実証する。
[概要]
授業検証やアンケート等により得られたカリキュラムの課題、問題点、成果を分析し、全 国の温泉地で活用
できる教育プログラムの標準モデルを作成する。

＜『おもてなし事典』のバージョンアップに必要な用語、会話の追加や機能の向上＞
[目的]教材としての活用や、旅館・ホテル等の実際のおもてなし現場で有益なツールとなるようにバージョン
アップを行う。
[規模]掲載するコンテンツ、操作性を含め、全体的な充実を図る。
[概要]平成26年度にスマートフォン向けアプリ「おもてなし事典」を開発したが、実証により不足している言葉
やフレーズを確認し、その補完を図る。また、昨年度受講生から改善要望が多かった、英語、中国語、韓国語
を母国語とする外国人から母国語による会話・発音の取り込みを図る。

＜社会人等向け学習環境の整備＞
1年生、2年生向け専門科目、全10科目の「ｅ－ラーニング」等の教材を開発し、社会人等の学び直しの学習
環境を整備する。そのため、1年生科目に加えて2年生科目の一部（再利用予定の科目とコマ）を収録する。

④　実証等（目的、対象、規模、時期、手法、実施方法等）
＜２年生向けに作成したカリキュラムの実証＞
[目的]２年生向けに作成したカリキュラムの実証を通して、授業評価及び改善を行う。
[対象]平成26年度に1年生の科目（5科目）を受講した別府溝部学園短期大学の学生（社会人学生含む）、及
び、社会人への公開授業を120時間以上履修し、「履修証明書」を授与された社会人、平成27年度前期に所
定の1年生科目を履修した者等。

[規模]
「温泉の基礎」＝温泉の様々な利用を知り、別府における温泉産業、サービス、情報発信等を学ぶ。（時間
数：講義15コマ　単位数：２単位）
「温泉コンシェルジュ実習Ⅰ」＝別府市内の地理や交通手段を学び、｢おもてなし事典｣を活用したイベントや
温泉体験等の別府案内ができる力を育成する。（時間数：実習30コマ　単位数：２単位）
「温泉コンシェルジュ実習Ⅱ」＝別府温泉の観光・健康・医療・食等のコンシェルジュとしての総合的な企画プ
ログラムを提案できる力を育成する。（時間数：実習30コマ　単位数：２単位）
「温泉医療療養指導」＝温泉による健康・医療について、温泉の様々な効能と泉質の関係を学ぶ。（時間数：
講義15コマ　単位数：２単位）
「健康トレーニング」＝温泉を活用した健康トレーニングや温泉との関係に限らず広く癒しや健康増進のトレー
ニングプログラムを学ぶ。（時間数：講義15コマ　単位数：２単位）

[評価規準]
10項目の「知識」、９項目の「問題解決力」、3項目の「適正」に分け、さらに「適性」は5項目の「対人関係能
力」、4項目の「自己開発能力」、10項目の「専門性」に大別し、「とてもよく学べた＝◎」、「学べた＝○」、「学
べなかった＝△」で評価付けする。
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（６）事業成果及び事業終了後の方針（成果の活用、継続性・関連性、発展性　等）
（事業成果物）
①事業成果報告書：委員会も含め、事業実施のすべての内容を集約する。
②教育プログラムマニュアル：専門科目１０科目について，全国の温泉地での教育プログラム作成の基本と
なるマニュアルを作成する。
③｢おもてなし事典｣：温泉コンシェルジュに求められる用語、外国語がスマートフォンで確認できるiＯＳとアン
ドロイドにより動作するアプリのバージョンアップを図る。
④授業内容収録ＤＶＤ：平成26年度に1年生科目の全てを収録しており、平成27年度においては2年生科目の
一部（再利用予定の科目とコマ）を収録する。

（成果の活用等）
①別府溝部学園短期大学、大分大学高等教育開発センター、特定非営利活動法人スクールアドバイスネッ
ワークのホームページによりデータを公開する。また、製本した報告書については、関係機関への郵送配布
し、事業周知を図る。
②教育プログラムマニュアルは、全国の温泉地に配布して、当地での教育プログラム作成のマニュアルとし
て活用してもらう。
③｢おもてなし事典｣はアプリで公開し、「温泉コンシェルジュ」等が日常的に活用できるようにする。
④授業のＤＶＤは、学び直し、急遽の講師の未対応（休講等）、新しい講師の発掘（本校の教師や外部講師）
に活用するとともに、公開講座や「ｅ－ラーニング」等の教材として一定の授業映像を活用する。

（事業の継続）
①平成27年度から別府溝部学園短期大学食物栄養学科｢温泉コンシェルジュコース｣を開設し、定員20名の
学生を募集するが、次年度以降も継続し募集する。将来的には募集定数の増員も視野に入れている。
②雇用創出のPR活動を市内、県内で行うとともに、全国へ拡大していく。
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（６）事業成果及び事業終了後の方針（成果の活用、継続性・関連性、発展性　等）
（事業成果物）
①事業成果報告書：委員会も含め、事業実施のすべての内容を集約する。
②教育プログラムマニュアル：専門科目１０科目について，全国の温泉地での教育プログラム作成の基本と
なるマニュアルを作成する。
③｢おもてなし事典｣：温泉コンシェルジュに求められる用語、外国語がスマートフォンで確認できるiＯＳとアン
ドロイドにより動作するアプリのバージョンアップを図る。
④授業内容収録ＤＶＤ：平成26年度に1年生科目の全てを収録しており、平成27年度においては2年生科目の
一部（再利用予定の科目とコマ）を収録する。

（成果の活用等）
①別府溝部学園短期大学、大分大学高等教育開発センター、特定非営利活動法人スクールアドバイスネッ
ワークのホームページによりデータを公開する。また、製本した報告書については、関係機関への郵送配布
し、事業周知を図る。
②教育プログラムマニュアルは、全国の温泉地に配布して、当地での教育プログラム作成のマニュアルとし
て活用してもらう。
③｢おもてなし事典｣はアプリで公開し、「温泉コンシェルジュ」等が日常的に活用できるようにする。
④授業のＤＶＤは、学び直し、急遽の講師の未対応（休講等）、新しい講師の発掘（本校の教師や外部講師）
に活用するとともに、公開講座や「ｅ－ラーニング」等の教材として一定の授業映像を活用する。

（事業の継続）
①平成27年度から別府溝部学園短期大学食物栄養学科｢温泉コンシェルジュコース｣を開設し、定員20名の
学生を募集するが、次年度以降も継続し募集する。将来的には募集定数の増員も視野に入れている。
②雇用創出のPR活動を市内、県内で行うとともに、全国へ拡大していく。

（７）「女性の学び直し」に対応した取組内容等

※「３．申請する職域プロジェクト」で、「女性の学び直し」対応欄

（事業実施体制、プログラム構成、環境配慮等、女性の学び直しに対応する取組内容等）
①女性の受講者状況
　・平成２６年度は受講生実人数２５名（基礎科目）で平均年齢は４９歳。内、女性は１３名で女性の受講者の
平均年齢は４８．５歳であった。
　・平成２７年度は受講生実人数２２名（短期大学の授業として開講している１年生の基礎科目の受講者と、
本事業で後期に実施予定の２年生の応用科目の受講希望者）で平均年齢は４９．７歳。内、女性は１２名で
平均年齢は４３．６歳である。

②社会人の受講動機
受講動機をみると、別府温泉観光に関する新たな学びをしたいという動機はもちろんであるが、別府を出身
地とし、別府温泉という地域資源を活かした就業や新規創業を検討しているという声が多いことから、産業界
が求める人材ニーズを踏まえた教育プログラムを実証授業として実施することを予定している。

③「別府溝部学園短期大学オープンカレッジ（公開講座）」の開講
　 “女性の学び直し”を主な目的とした公開講座を実施する。女性の新たな就労の職種として「温泉コンシェ
ルジュ」を知ってもらうため、３つのテーマについての講座を公開して学びなおしを促し、普段は家庭にいる女
性等に向けての新たな学びの場と、就労への動機づけの機会を提供する。
　テーマ①温泉コンシェルジュに関する講座（３講座）
　テーマ②別府の歴史や発展、景観、温泉の分布に関する講座（３講座）
　テーマ③温泉の成分や効能、入浴等に関する講座（３講座）
　※３回講座・１日１テーマで計１５０分（５０分×３講座）

④別府の観光産業に関わる人々に向けた温泉コンシェルジュの有用性を考えるセミナー
[目的]別府市を中心とした大分県内の観光産業に関わる経営者等に向けて、本事業を通じた教育による女
性と若者を活用した地域活性化の取組みを発信するためのセミナーを2回開催する。
[対象]別府市商工会議所会員及び別府市旅館ホテル組合組合員を中心とした大分県内の観光産業に関わ
る経営者等
[規模]本事業で中核的な役割を担う委員から、本事業を通じて、教育を通した人づくりと地域活性化に結びつ
いていくことの重要性についてセミナーを行う。また先進的な実践事例を持つ福井県福井市と沖縄県那覇市
から講師を招聘し、その重要性について熟議する。
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おんせん県おおいた

別府型ドリームプロジェクト

「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」
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１年生科目の授業検証
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「おもてなし事典」アプリのバージョンアップ

教材としての活用や、旅館・ホテル等の実際のおもてなし現場で有益なツールと
なるようにバージョンアップを行うことを目的とし，掲載するコンテンツ、操作性を
含め、全体的な充実を図る

2年次の応用科目で、授業に取り入れ、教材として活用し、現場でどのような使
い方ができ、どのような課題があるかなどを実証しで充実する

目的

実証等により不足している言葉やフレーズの補充、英語・中国語・韓
国語を母国語とする外国人の活用の利便性のための発音（音声）の
取り込み、その他、地図や写真等の掲載をするなどによる利便性の
機能を充実する

内容

期待される活動指標(アウトプット)・成果
目標及び成果実績(アウトカム)

・活動指標

→本事業は、 “温泉コンシェルジュ”の養成・育成に向けたカリキュラムづくりを４ヶ年計画で実
施しており、平成27年度はその三年目となる。

１年目（平成25年度）：“温泉コンシェルジュ”の養成・育成にはどのようなカリキュラムが適す
るのかを検討して、１０科目の専門科目の設定と、それに関するカリキュラム、評価規準等の
作成を行った。

２年目（平成26年度）：“温泉コンシェルジュ”に求められる1年生カリキュラムの実証授業によ
り、その検証を行うと同時に、事業終盤には、フォーラムを開催し、“温泉コンシェルジュ”の活
躍と必要性を全国に向けて周知した。また、“温泉コンシェルジュ”のに必要となる「おもてなし
事典」を日本語、英語、中国語、韓国語で作成し、スマートフォンで操作できるようアプリ作成を
行った。
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３年目（平成27年度）：平成26年度に開発した２年生カリキュラムの実証授業を行い、その
フィードバックから課題・ノウハウを蓄積してとりまとめた上で、

「温泉コンシェルジュ」の育成と就労への連動のベースとなる資料集を作成して全国に提供
する。

また、「温泉コンシェルジュ」の全国展開に必要となる「おもてなし事典」の基本機能を充実さ
せると同時に、現場での操作性を高めるために外国人による母国語音声を付加するなど拡
充させる。さらに、本事業の成果であると同時に、“温泉コンシェルジュ”の継続的な人材育成
を図るため、

別府溝部学園短期大学食物栄養学科に“温泉コンシェルジュコース”を新設し、今年度にお
いては２０名を募集する。

４年目（平成28年度）以降：「温泉コンシェルジュ」の全国展開を本格稼働させる。温泉の泉
質はその主成分によって大きく１１に分類されるが、別府にはそのうちの１０種が湧き出るこ
とから、日本全国の温泉地域を支える“温泉コンシェルジュ”を別府で育成し、日本全国の温
泉地で“温泉コンシェルジュ”が活躍する流れを創出する。さらには、全国各地の温泉地の温
泉コンシェルジュ養成に関するアドバイスを行う。

温泉コンシェルジュ育成の成果を就労へ結びつけるために、温泉・観光・企業・団体等への
周知・広報活動を行い、２年間での学びで成長した｢温泉コンシェルジュ｣の就労の開拓・開発
の取組を行う。

25

③ モデルカリキュラム基準、達成度評価、教材等作成（目的、規模、実施体制等）
・モデルカリキュラム基準・達成度評価の作成
目的：平成26年度に実施した１年生科目と同様に、2年生科目が”標準モデルカリキュラム”として

の目的を達成しているか評価とフィードバックを行い、その課題、ノウハウを蓄積し、全国的
な標準モデルを１年生科目とともに提案する成果報告書としてとりまとめた上で全国に提供
する。

規模：平成26年度に1年生の科目（5科目）を受講した別府溝部学園短期大学の学生（社会人
学生含む）、及び、社会人への公開授業を120時間以上履修し、「履修証明書」を授与
された社会人等評価規準：10項目の「知識」、９項目の「問題解決力」、3項目の「適正」
に分け、さらに「適性」は5項目の「対関係能力」、4項目の「自己開発能力」、10項目の
「専門性」に大別し、「とてもよく学べた＝◎」、「学べた＝○」、「学べなかった＝△」で
評価付けする。

実施方法： 2年生科目5科目を実証する。
概要 ：アンケート等により得られた実証授業に対する課題、問題点、成果を分析する。

26
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・「おもてなし事典」のバージョンアップに必要な用語、会話の追加や機能の向上
目的：教材としての活用や、旅館・ホテル等の実際のおもてなし現場で有益なツールとなるように

バージョンアップを行う。
規模：掲載するコンテンツ、操作性を含め、全体的な充実を図る。
概要：平成26年度にスマートフォン向けアプリ「おもてなし事典」を開発したが、実証により不足し

ている言葉やフレーズを確認し、その補完を図る。また、昨年度受講生から改善要望が
多かった、英語、中国語、韓国語を母国語とする外国人から母国語による会話・発音の
取り込みを図る。

・社会人等向け学習環境の整備
1年生、2年生向け専門科目、全10科目の「ｅ－ラーニング」等の教材を開発し、社会人等

の学び直しの学習環境を整備する。そのため、1年生科目と同様に3科目（1科目15コマ）と、
2科目のインターンシップ授業を映像として収録する。

27

３年次（平成２７年度）の「学生の構成と単位認定」計画

１．短期大学生「食物栄養科」に「温泉コンシェルジュ」コースを新設
（社会人学生を含む２０名）。
・「温泉コンシェルジュ」コースの教育課程（短大としての６２単位以上）の履修
・但し、「温泉コンシェルジュ」資格を認定する場合は「温泉コンシェルジュ」授業の

１０科目（２０単位）は必須

２．社会人の学び直しとして公開
（１）専門科目は社会人への公開

・「単位履修制度」により公開し、各学年の１２０時間以上の履修を認証する。
※別府市等の「認証制度」と「雇用の創出」制度を確立する方向で検討している。

（２）１年生の基礎科目（基本：前期）・・別途資料参照
①５科目を公開する。但し「おもてなし演習」のみの受講は認めない。
②有料

（３）２年生の応用科目（基本：後期） ・・別途資料参照
①５科目を公開する。

・但し、１年生の基礎科目４科目以上（ 「おもてなし演習」は含まない）を履修
している事。

・但し「温泉コンシェルジュ演習Ⅰ・Ⅱ」のみの受講は認めない。
②検証授業（H２７年度文科省事業申請予定）のために無料とする（予定）

－ 125 －



必要な学び 科目名 到達目標（別府温泉コンシェルジュとしての専門性）

コンシェルジュの基礎知識 温泉コンシェルジュ基礎 講義
温泉コンシェルジュに求められるものを理解し、別府の魅力を提供す
る総合的な接客サービスができる。

別府に関する基礎知識 別府の歴史と文化 講義
別府の歴史・人物・文化・自然に関する一定の知識を持ち、各種資料
による別府の紹介ができる。

別府に関する基礎知識 まちづくりと景観 講義
別府のまちづくりと景観について一定の知識を持ち、他の地域

と比較した特色を学ぶ。

温泉の利用に関する学び 温泉学 講義
温泉の泉質や効能等の基礎知識を学ぶとともに、温泉を活用した産
業、世界の温泉情報を説明できる。

コンシェルジュの基礎知識 おもてなし演習 演習
宿泊施設における職能別の職務を体験し、宿泊施設の業務と、

業務ごとのおもてなしの心を学ぶ

温泉の利用に関する学び 別府で学ぶ温泉の基礎 講義
温泉の様々な利用を知り、別府における温泉産業、サービス、情報
発信等を説明できる。

別府温泉と観光の街づくりの学び 温泉コンシェルジュ実習Ⅰ 演習
別府市内の地理や交通手段を学び、温泉を活用した・ＰＲするイベン
トや温泉体験等の別府案内ができる。

別府温泉と観光の街づくりの学び 温泉コンシェルジュ実習Ⅱ 演習
別府温泉の観光・健康・医療・食等のコンシェルジュとしての総合的
な企画プログラムを提案できる。

温泉と健康・医療の学ぶ 温泉医療療養指導 講義
温泉による健康・医療について、温泉の様々な効能と泉質の関係を
説明できる。

温泉と健康・医療の学ぶ 温泉トレーニング 講義
温泉を活用した健康トレーニングや温泉との関係に限らず広く癒しや
健康増進のトレーニングプログラムを説明できる。

１．１年次：平成２５年度
①温泉コンシェルジュ専門科目のカリキュラム作成

これまでの取組

２．２年次：平成２６年度
①１年生の基礎科目の検証授業と授業DVDの作成
②「おもてなし事典」（アプリの作成）
③「温泉コンシェルジュ」の啓発事業（シンポジウム・チラシ等）
④「温泉コンシェルジュ」に関する意識調査

②「温泉コンシェルジュ」ガイドブックの作成

NO 大項目 事業名 事業内容 時期

①中央委員会
本事業計画に対する進捗管理を図るために委員１５名、全３回開催する。

第一回目：１０月１日（木）
第二回目：１２月〜１月予定
第三回目：２月下旬予定

②カリキュラム開発実
証委員会

本事業で実施する2年生科目の実証授業やアンケート調査結果等を踏まえ、２年生科目の開発を図るために、２年生科目担当者７名で、全３
回開催する

第一回目：１０月１日（木）
第二回目：１２月〜１月予定
第三回目：２月予定

平成２７年度「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」に係る
おんせん県おおいた・別府型ドリームプロジェクト

平成２７年度事業計画表

会議1
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①モデルカリキュラム
基準・達成度評価の
作成

目的：平成26年度に実施した１年生科目と同様に、2年生科目が”標準モデルカリキュラム”とし
　　　　ての目的を達成しているか評価とフィードバックを行い、その課題、ノウハウを蓄積し、全国
　　　　的な標準モデルを１年生科目とともに提案する成果報告書としてとりまとめた上で全国に
　　　　提供する。
　規模：平成26年度に1年生の科目（5科目）を受講した別府溝部学園短期大学の学生（社会人
　　　　　学生含む）、及び、社会人への公開授業を120時間以上履修し、「履修証明書」を授与
　　　　　された社会人等
  評価規準：10項目の「知識」、９項目の「問題解決力」、3項目の「適正」
　　　　　に分け、さらに「適性」は5項目の「対関係能力」、4項目の「自己開発能力」、10項目の
　　　　　「専門性」に大別し、「とてもよく学べた＝◎」、「学べた＝○」、「学べなかった＝△」で
　　　　　評価付けする。
　実施方法：　2年生科目5科目を実証する。
　概要　：授業検証やアンケート等により得られたカリキュラムの課題、問題点、成果を分析し、全
　　　　　 国の温泉地で活用できる教育プログラムの標準モデルを作成する。

２月

②「おもてなし事典」の
バージョンアップに必
要な用語、会話の追
加や機能の向上

　目的：教材としての活用や、旅館・ホテル等の実際のおもてなし現場で有益なツールとなるように
　　　　　バージョンアップを行う。
　規模：掲載するコンテンツ、操作性を含め、全体的な充実を図る。
　概要：平成26年度にスマートフォン向けアプリ「おもてなし事典」を開発したが、実証により不足し
　　　　　ている言葉やフレーズを確認し、その補完を図る。また、昨年度受講生から改善要望が
　　　　　多かった、英語、中国語、韓国語を母国語とする外国人から母国語による会話・発音の
　　　　　取り込みを図る。

２月

③社会人等向け学習
環境の整備
※２年生科目のDVD
作成

　1年生、2年生向け専門科目、全10科目の「ｅ－ラーニング」等の教材を開発し、社会人等の学び直しの
学習環境を整備する。そのため、1年生科目に加えて2年生科目の一部（再利用予定の科目とコマ）を収
録する。

１０〜２月

モデルカリ
キュラム基
準、達成度
評価、教材
等作成

2
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3 実証等
①２年生向けに作成し
たカリキュラムの実証

　目的：２年生向けに作成したカリキュラムの実証を通して、授業評価及び改善を行う。
　対象：平成26年度に1年生の科目（5科目）を受講した別府溝部学園短期大学の学生（社会人学
　　　　生含む）、及び、社会人への公開授業を120時間以上履修し、「履修証明書」を授与された
　　　　社会人、平成27年度前期に所定の1年生科目を履修した者等。
 
　評価規準：10項目の「知識」、９項目の「問題解決力」、3項目の「適正」に分け、さらに「適性」は
　　　　　5項目の「対人関係能力」、4項目の「自己開発能力」、10項目の「専門性」に大別し、「とて
　　　　　もよく学べた＝◎」、「学べた＝○」、「学べなかった＝△」で評価付けする。

１０〜２月

－ 129 －



「別府溝部学園短期
大学オープンカレッジ
（公開講座）」の開講

 “女性の学び直し”を主な目的とした公開講座を実施する。女性の新たな就労の職種として「温泉コンシェルジュ」を知ってもらうため、３つの
テーマについての講座を公開して学びなおしを促し、普段は家庭にいる女性等に向けての新たな学びの場と、就労への動機づけの機会を提
供する。
　テーマ①温泉コンシェルジュに関する講座（３講座）
　テーマ②別府の歴史や発展、景観、温泉の分布に関する講座（３講座）
　テーマ③温泉の成分や効能、入浴等に関する講座（３講座）
　※３回講座・１日１テーマで計１５０分（５０分×３講座）

１〜２月

別府の観光産業に関
わる人々に向けた温
泉コンシェルジュの有
用性を考えるセミナー

目的：別府市を中心とした大分県内の観光産業に関わる経営者等に向けて、本事業を通じた教
　　　育による女性と若者を活用した地域活性化の取組みを発信するためのセミナーを2回開催す
　　　る。
　対象：別府市商工会議所会員及び別府市旅館ホテル組合組合員を中心とした大分県内の観光
　　　産業に関わる経営者等
  規模：本事業で中核的な役割を担う委員から、本事業を通じて、教育を通した人づくりと地域活
　　　性化に結びついていくことの重要性についてセミナーを行う。また先進的な実践事例を持つ
　　　福井県福井市と沖縄県那覇市から講師を招聘し、その重要性について熟議する。

１２月〜１月

4
「女性の学
び直し」事業
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ご静聴ありがとうございました。
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